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年度 2021 開講学期 後期前半 単位数 1 時間割コード T500

授業科目名 ソフトパス理工学概論 担当教員名 木村　彰男
授業科目名：英語 Introduction to Soft Path Science and Engineering

重複科目名 ソフトパス理工学概論【T700】（【時間割コード】）

セット科目名 　

開講情報

曜日 時限 時間割コード
【凡例】

●：当該科目

□：同時に履修すべき

　　科目（セット科目）

●１ 月 1 T500
 
 
 

主な対象学生 理工学部 システム創成工学科 電気電子通信コース   1／理工学部 システム創成工学科 知能・メディア情報コース   1

科目の情報 科目の種別 専門教育科目 科目番号
主な使用言語 Japanese

履修上の条件 　

担当教
員情報

氏名（カナ） 木村　彰男（ｷﾑﾗ ｱｷｵ）

担当教員名（英語） Akio Kimura

所属 理工学部
常勤・非常勤

研究室 理工－４－３０６

公式サイト 岩手大学 研究者総覧：http://univdb.iwate-u.ac.jp/html/503_ja.html
researchmap：https://researchmap.jp/akimura1203

個人サイト https://www.mips.cis.iwate-u.ac.jp/

相談可能時間 毎週月曜15：00～17：00を基本とするが，在室時であればいつでも構わない

他の担当教員 髙橋　克幸、大坊　真洋、越谷　信、柳岡　英樹、中谷　直司、脇　裕之、南　正昭

キーワード 持続可能社会、環境、地域

学位授与方針との関係 

この科目は，理工学部の学位授与の方針における「工学系の
幅広い学力、専門分野の深い知識と柔軟な思考力を持ち、社
会で要求される様々な 工学システムの開発、設計、製造に関
する次世代の技術者・研究者として主体的に活躍する能力を
身に付けている」の達成に寄与している．

学位授与の方針

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 技能・表現

50％ ％ 50％ ％

授業の目的
ソフトパスの考え方を理解し、環境・エネルギー・資源への影響を考慮しながら、持続的な社会の発展に貢献する方法を
学ぶ。科学技術を俯瞰させながら、科学者・技術者としての資質を養う。また，地域が抱える具体的な問題の解決につい
て考える．

到達目標 ソフトパスの理念を理解する。
科学技術が環境や社会に与える明および陰の両面の影響を理解する。

授業の概要 ソフトパスの考え方や事例について、各分野（電気電子通信，知能・メディア情報，機械科学，社会基盤・環境）の専門
家がオムニバス形式で講義する。

実務経験の有無と
授業内容への反映

　

授業の形式 複数の教員が担当するオムニバス形式で実施する。担当回によってプレゼン機器を用いる場合がある。

授業時間外の学習/
予習・復習

講義だけでなく、書籍やインターネット等で、関連技術を調査することが望ましい。

詳細計画（各回または週の具体的な授業内容、目標など） 
回／週 授業内容 予習・復習 備考

1

ガイダンス
クラスA：人工知能や画像認識の概観について
解説し，現在の代表的な応用事例を紹介する。
クラスB：インターネットの仕組みを概説し、
インターネットを利用する上で重要なセキュリ
ティの現状について紹介する。

クラスA：講義後に文献やインターネッ
ト検索を利用して，コンピュータやロ
ボットによってどのような（人間にとっ
て好ましい）タスクが実現できているか
を調査してください。
クラスＢ：講義後に、自身の所有する
PCやスマートフォンのセキュリティ対
策の現状や改善点などについて考えてく
ださい。

知能・メディア情報コースの教
員が担当

2

燃焼と地球環境：この講義では、燃焼とエネル
ギーの関係、燃焼形態と燃焼反応の概要を学習
し、燃焼工学の観点から持続可能な社会の実現
を考える。

事前に持続可能な社会とは何かを考え
る。受講後、身の回りの機器で燃焼が使
われていることを振り返りながら、燃焼
工学の重要性を認識する。

機械科学コースの教員が担当

3 機械材料の強度と変形について、引張、ねじ
り、曲げなどを例に解説する。

20分程度の復習を期待する。 機械科学コースの教員が担当

4 自然エネルギーと各種発電方式、電気エネル
ギーの効率的な利用。

予習・復習が必要。 電気電子通信コースの教員が担
当



5

現代社会における電気エネルギーの利用技術の
必要性とともに、今後、SDGsの達成に大きく
貢献することが期待できる、環境や農業、材料
などの他分野における新しい応用技術について
解説する。

講義の内容に関する文献を調査し、
SDGsの達成に必要な電気エネルギー利
用技術を、その原理から理解してくださ
い。

電気電子通信コースの教員が担
当

6

「災害列島を探る」をテーマとして、日本で近
年多発する地震、火山噴火、土砂洪水災害など
の自然災害を紹介し、メカニズムの調査方法や
災害対応について論ずる。

講義後に、国内外で発生する自然災害や
その防災について考える。

社会基盤・環境コースの教員が
担当

7
ITS，MaaS，自動運転など，都市・交通システ
ムに導入される最新技術を解説し，都市の未来
を描く。

講義後に、授業内容の概括的なまとめが
必要。

社会基盤・環境コースの教員が
担当

8 なし なし 　

9 なし なし 　

10 なし　 なし 　

11 なし　 なし 　

12 なし　 なし 　

13 なし　 なし 　

14 なし　 なし 　

15 　 　 　

16 　 　 　

17 　 　 　

18 　 　 　

成績評価の
方法と基準

評価方法 割合
評価観点

関心・意欲 知識・理解 技能・表現 思考・判断

平常点 20%

ｉカード 0%

小テスト 10%

課題 70%

期末テスト 0%

評価の基準（具体的に）

平常点20点，小テスト10点，課題70点
「レポート課題を与えるので、期限（原則として講義日の一週間後）まで提出すること。全ての課題を提出することが必要であり、内容に応
じて総合的に評価する。ただし､小テストで評価を行う課題もある。出席は2/3以上必要である。」

履修における留意点 　

教科書 / 教材 　

参考文献 　

コースリザーブ図書 　


